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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載 

しておりません。 

       ２．売上高には消費税等は含まれておりません。 

       ３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ 

            ん。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第62期 

第３四半期連結
累計期間 

第63期 
第３四半期連結

累計期間 

第62期 
第３四半期連結

会計期間 

第63期 
第３四半期連結 

会計期間 
第62期 

会計期間 

自平成20年 
10月１日 

至平成21年 
６月30日 

自平成21年 
10月１日 

至平成22年 
６月30日 

自平成21年 
４月１日 

至平成21年 
６月30日 

自平成22年 
４月１日 

至平成22年 
６月30日 

自平成20年 
10月１日 

至平成21年 
９月30日 

売上高（百万円）  82,982  90,772  27,986  28,227  111,359

経常利益（百万円）  1,089  3,393  696  746  2,041

四半期（当期）純利益（百万円）  600  1,679  434  293  974

純資産額（百万円） － －  55,188  56,088  55,553

総資産額（百万円） － －  78,335  82,203  79,249

１株当たり純資産額（円） － －  1,060.01  1,077.81  1,067.34

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円） 
 11.59  32.45  8.39  5.67  18.82

潜在株式調整後１株当たり四半期   

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －  －  －

自己資本比率（％） － －  70.07  67.86  69.74

営業活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 4,180  △1,381 － －  7,676

投資活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 △4,824  △1,675 － －  △4,910

財務活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 1,399  2,139 － －  254

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（百万円） 
－ －  2,927  4,278  5,194

従業員数（人） － －  1,095  1,131  1,112
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 当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

  当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

     

(1）連結会社の状況 

 （注）  従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。）であり、臨時従業員数は(  )内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。 

   (2）提出会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時従業

員数は（ ）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。 

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

  平成22年６月30日現在

従業員数（人） 1,131  (87)

  平成22年６月30日現在

従業員数（人） 979  (87)
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(1)生産実績 

    当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 （注）１．冷蔵倉庫事業生産実績は冷凍事業原価、食品販売事業生産実績は商品仕入高及び商品加工費用の合計額、そ

の他事業生産実績はその他事業原価を示しております。 

    ２．セグメント間の取引については、相殺消去しております。 

        ３．食品販売事業の品目表示は日本冷蔵倉庫協会の品目分類に準じた区分であります。 

４．表示金額には、消費税等は含まれておりません。 

(2)受注実績 

当社は受注生産を行っておりません。 

  (3)販売実績 

     当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 （注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。 

        ２．食品販売事業の品目表示は日本冷蔵倉庫協会の品目分類に準じた区分であります。 

    ３．表示金額には、消費税等は含まれておりません。 

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

事業の種類別セグメントの名称 
当第３四半期連結会計期間 
（自 平成22年４月１日 

至 平成22年６月30日） 
前年同四半期比（％） 

冷蔵倉庫事業（百万円） 

 冷蔵・凍結  

  

 3,855

  

 99.4

食品販売事業（百万円） 

 水 産 物 

 水産加工品 

 畜 産 物 

 畜産加工品 

 農 産 物 

 そ の 他 

 小   計 

  

  

  

  

  

  

  

  

12,433

4,272

5,415

11

312

136

22,582

  

  

  

  

  

  

  

  

115.7

436.6

67.5

110.0

137.4

130.1

112.4

その他事業（百万円）  5  309.0

合計（百万円）  26,444  110.3

事業の種類別セグメントの名称 
当第３四半期連結会計期間 
（自 平成22年４月１日 

至 平成22年６月30日） 
前年同四半期比（％） 

冷蔵倉庫事業（百万円） 

 冷蔵・凍結  

  

 4,440

  

 96.7

食品販売事業（百万円） 

 水 産 物 

 水産加工品 

 畜 産 物 

 畜産加工品 

 農 産 物 

 そ の 他 

 小   計 

  

  

  

  

  

  

  

  

14,376

3,283

5,526

15

411

164

23,777

  

  

  

  

  

  

  

  

112.7

300.6

60.6

99.7

143.0

136.6

101.7

その他事業（百万円）  9  104.2

合計（百万円）  28,227  100.9
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  当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

  また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断した 

ものであります。 

（１）業績の概況 

 当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、特に、中国などの東アジアの新興国を中心とした海外経済の

回復を背景に、輸出や生産は増加基調で推移し企業収益の改善が続くなか、個人消費は経済対策の効果もあり持ち直

しが見られるなど、景気は緩やかに回復しつつあるが、依然として高水準な失業率、設備・雇用の過剰感を払拭でき

ず、また、４月下旬以降のユーロ圏における財政赤字問題やこれに伴うユーロ安・円高の進行も加わり厳しい状況で

推移しました。 

 食品関連業界におきましては、厳しい雇用・所得環境が続くなか、消費者の節約志向・低価格志向が依然として継

続していることもあり、個人消費は低水準で推移する厳しい事業展開となりました。 

 このような状況のもと当社グループは、平成20年11月に発表いたしました新中期経営計画（３ヵ年）に基づき、冷

蔵倉庫事業部門では多彩な物流サービスの積極展開、食品販売事業部門では原料サプライヤーとしての機能向上を運

営方針として、ともに更なるサービスの高度化や新規需要の開拓に積極的に取り組んで業績の向上に努めてまいりま

した。 

 その結果、当社グループの当第３四半期連結会計期間の連結経営成績は、売上高28,227百万円（前年同期比 0.9％

増)、営業利益618百万円（前年同期比 13.7％増）、経常利益746百万円（前年同期比 7.2％増）、投資有価証券売却

損97百万円、商品在庫関連損失38百万円、貸倒引当金繰入額31百万円、固定資産除売却損18百万円等の特別損失186

百万円を計上し、四半期純利益は293百万円（前年同期比 32.5％減）となりました。 

 なお、６月に当社100％出資の連結子会社である株式会社セイワフードが、うなぎ蒲焼製品の産地を偽って販売し

ていた事実が判明し、皆様にご迷惑、ご心配をおかけいたしましたことを心より深くお詫び申し上げます。今後は、

当社グループ全体における食の安全・安心に向けてのチェック体制の強化、コンプライアンス意識の浸透を目的とし

た社員教育の実施など、指導・監督を強化することにより、再発防止と是正に努めてまいります。 

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①冷蔵倉庫事業 

 個人消費低迷や在庫調整の影響により全体的に荷動きが鈍い状況が続く環境下で、ブロック体制を軸としたエリア

密着型の集荷活動を展開する一方で、作業効率改善等によるコスト削減に取り組んでまいりました。  

 貨物取扱量の状況は、内貨貨物及び外貨貨物ともに取扱量は前年同期と比べ増加いたしました。その結果、前年同

期と比べ入庫取扱量は約14千トン、出庫取扱量も約８千トンの増加となりましたが、平均保管在庫量が7.5％減少し

たことで保管料収入が伸びず、売上高は前年同期と比べ減少いたしました。 

 利益面については、売上高の減少に加え、固定資産税等の税負担増もありコスト削減効果が縮小した結果、営業利

益率は前年同期と比べ2.1ポイント低下し、営業利益は減益となりました。 

 以上の結果、冷蔵倉庫事業の業績につきましては、売上高は4,440百万円（前年同期比 3.3％減）、営業利益は606

百万円（前年同期比 16.3％減）となりました。 

②食品販売事業 

 国内消費需要の低迷に加え、水産物及び畜肉相場は低水準で推移する販売環境下で、事業部制による徹底した在庫

管理と利益率を重視した販売活動に取り組んでまいりました。 

 品目別の状況は、水産品については、昨年設立した連結子会社の株式会社アライアンスシーフーズを活用した輸入

鮭鱒の販売を強化したことや、サバの輸出増に加えてエビも販売数量を伸ばし増収増益となりました。畜産品はチキ

ンは国内過剰在庫が解消され堅調に推移しましたが、供給過剰によりポークの販売数量が大幅に減少した影響が大き

く減収減益となりました。また、農産品は昨年オープンした旭川出張所が販路を拡大し、増収増益となりました。当

第３四半期は、畜産品のマイナスを主に水産品でカバーし、前年同期と比べ売上高は僅かな増加となり、営業利益に

ついては大幅な増益となりました。 

 以上の結果、食品販売事業の業績につきましては、売上高は23,777百万円（前年同期比 1.7％増）、営業利益は

377百万円(前年同期比 130.3％増）となりました。 

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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（２）資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ2,953百万円増加し、82,203百万円となりまし

た。これは主に商品が4,885百万円、売上債権が285百万円増加したことや、現金及び預金が1,012百万円、有形固定

資産が586百万円、投資その他の資産が807百万円減少したこと等によるものです。 

 負債総額は、前連結会計年度末と比べ2,418百万円増加し、26,114百万円となりました。これは主に借入金が3,407

百万円、設備関係支払手形が314百万円増加したことや、仕入債務が429百万円、未払金が927百万円、社債が247百万

円減少したこと等によるものです。また、純資産につきましては前連結会計年度末と比べ534百万円増加し、56,088

百万円となりました。 

（３）キャッシュ・フローの状況 

  当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会計期間

末と比較して59百万円減少して4,278百万円となりました。 

 当第３四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況と主な内容は次のとおりです。 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、1,616百万円の資金の増加（前年同四半期は5,206百万円の資金の増加）と

なり、その主な内容は税金等調整前四半期純利益570百万円、減価償却費785百万円及び売上債権の減少額1,877百万

円による資金増加と、仕入債務の減少額883百万円、たな卸資産の増加額342百万円及び法人税等の支払額388百万円

の資金減少などによるものです。 

 (投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、84百万円の資金の増加（前年同四半期は74百万円の資金の減少）となり、

その主な内容は、有形固定資産の取得による支出546百万円、投資有価証券の売却による収入594百万円などによるも

のです。 

 (財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、1,763百万円の資金の減少（前年同四半期は6,005百万円の資金の減少）と

なり、その主な内容はこれは金融機関からの借入の純減額1,196百万円と配当金の支払額518百万円などによる資金減

少によるものです。 

（４）事業上及び財政上の対処すべき課題 

 当第３四半期連結会計期間末において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

（５）研究開発活動 

 該当事項はありません。 
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(1）主要な設備の状況 

 当第３四半期連結会計期間において、冷蔵倉庫事業に係る次の設備を取得いたしました。 

 （注） 上記金額には、消費税等は含んでおりません。  

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。 

 当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。 

 （注） 上記金額には、消費税等は含んでおりません。 

第３【設備の状況】

会社名  
事業所名 

（所在地） 

事業の種類別 
セグメントの 

名称 
設備の内容

帳簿価額（百万円）

従業員数

（人） 
建物

及び 
構築物 

機械装置

及び 
運搬具 

工具、器具

及び  
備品 

合計 

当社 志布志農産品 

パッキングセンター 

（鹿児島県志布志市） 

冷蔵倉庫事業 

冷蔵倉庫の増設 

冷蔵能力 

3,014t増 

 320  117  5  442 － 

会社名 
事業所名 

(所在地) 

事業の種類別 
セグメントの 

名称 
設備の内容

投資予定金額

資金調達

方法 

着手及び完了予定年月 
完成後の

増加能力 総額

(百万円)

既支払額

(百万円)
着手 完了 

当社 

北港物流センター 

(大阪府大阪市) 

冷蔵倉庫事業  

冷蔵倉庫の増設 

冷蔵能力 

27,607t増  

 4,402  1,199 自己資金他 平成22年6月 平成23年6月 
冷蔵能力 

3.8%増 

当社 新鹿児島物流 

センター（仮称）  

(鹿児島県鹿児島市) 

冷蔵倉庫事業  

冷蔵倉庫の増設 

冷蔵能力 

20,641t増  

 3,002  457 自己資金他 平成22年7月 平成23年7月 
冷蔵能力 

2.9%増 
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

 （注）  平成22年５月14日開催の当社取締役会の決議に基づき、平成22年７月１日付をもって、単元株式数を1,000株

から100株に変更する定款変更を行っております。 

該当事項はありません。 

該当事項はありません。  

 該当事項はありません。 

 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において大株主の異動は把握しておりませ

ん。  

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  160,000,000

計  160,000,000

種類 
第３四半期会計期間末現在
発行数（株） 

（平成22年６月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成22年８月13日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式  52,450,969  52,450,969
東京証券取引所 

市場第一部 

単元株式数 

1,000株 

計  52,450,969  52,450,969 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式 
総数増減数 

（株） 

発行済株式 
総数残高 
（株） 

資本金増減額
（百万円） 

資本金残高 
（百万円） 

資本準備金 
増減額 

（百万円） 

資本準備金 
残高 

（百万円） 

平成22年４月１日 

 ～ 

平成22年６月30日 

 －  52,450,969  －  11,065  －  11,109

（６）【大株主の状況】
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     当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、 

   記載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をして 

   おります。 

  ①【発行済株式】  

 （注）  平成22年５月14日開催の当社取締役会の決議に基づき、平成22年７月１日付をもって、単元株式数を1,000株

から100株に変更する定款変更を行っております。 

  

  ②【自己株式等】 

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注）最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部のものであります。 

（７）【議決権の状況】

  平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 
普通株式 

   690,000
－ 単元株式数1,000株 

完全議決権株式（その他） 
普通株式 

 51,167,000

  

 51,167
同上 

単元未満株式 
普通株式 

 593,969
－ 

一単元（1,000株）

未満の株式 

発行済株式総数 
  

 52,450,969
－ － 

総株主の議決権 －  51,167 － 

  平成22年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式
総数に対す
る所有株式

数の割合 
（％） 

横浜冷凍株式会社 
横浜市神奈川区守

屋町一丁目1番地７ 
 690,000 －  690,000  1.31

計 －  690,000 －  690,000  1.31

２【株価の推移】

月別 
平成21年 

10月 
  

11月 
  

12月 
平成22年 
 １月 

  
２月 

  
３月 

  
４月 

  
５月 

  
６月 

最高（円）  641  609  626  640  625  674  693  715  649

最低（円）  603  576  591  602  605  616  650  630  615
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 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

（１）新任役員 

該当事項はありません。 

（２）退任役員 

該当事項はありません。  

   （３）役職の異動 

３【役員の状況】

新役名  新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日 

専務取締役 

社長補佐、中期経営計画担

当、管理本部長、関係会社

管理担当、内部統制担当 

専務取締役 
社長補佐、 

中期経営計画担当 
小林 健次 平成22年７月24日

取締役 

常務執行役員 

 ㈱セイワフード出向 

同社 代表取締役社長 

取締役 

常務執行役員

管理本部長、 

関係会社管理担当、 

内部統制担当 

中西 啓文 平成22年７月24日
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年10月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平

成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第３四半期

連結累計期間（平成21年10月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法

人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

第５【経理の状況】

- 10 -



１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,293 5,305

受取手形及び売掛金 14,289 14,003

商品 10,692 5,806

その他 773 489

貸倒引当金 △18 △33

流動資産合計 30,029 25,571

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※1  21,860 ※1  22,654

機械装置及び運搬具（純額） ※1  3,647 ※1  4,042

土地 17,812 17,170

建設仮勘定 434 606

その他（純額） ※1  591 ※1  458

有形固定資産合計 44,346 44,933

無形固定資産   

のれん 1,463 1,600

その他 1,467 1,440

無形固定資産合計 2,930 3,041

投資その他の資産   

投資有価証券 3,179 4,073

長期貸付金 469 647

その他 1,367 1,193

貸倒引当金 △120 △212

投資その他の資産合計 4,896 5,703

固定資産合計 52,173 53,678

資産合計 82,203 79,249
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,298 8,727

短期借入金 5,056 900

1年内返済予定の長期借入金 1,252 1,162

1年内償還予定の社債 280 300

未払法人税等 901 726

賞与引当金 181 523

役員賞与引当金 21 29

その他 2,271 2,450

流動負債合計 18,262 14,819

固定負債   

社債 252 480

長期借入金 6,641 7,480

退職給付引当金 416 390

役員退職慰労引当金 327 305

その他 214 220

固定負債合計 7,851 8,876

負債合計 26,114 23,695

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,065 11,065

資本剰余金 11,109 11,109

利益剰余金 34,176 33,532

自己株式 △517 △500

株主資本合計 55,834 55,207

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 98 200

繰延ヘッジ損益 △20 △1

為替換算調整勘定 △132 △138

評価・換算差額等合計 △54 60

少数株主持分 308 286

純資産合計 56,088 55,553

負債純資産合計 82,203 79,249
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 

 至 平成21年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 

 至 平成22年６月30日) 

売上高 82,982 90,772

売上原価 77,915 82,519

売上総利益 5,067 8,252

販売費及び一般管理費 ※1  4,252 ※1  5,104

営業利益 814 3,147

営業外収益   

受取利息 21 23

受取配当金 61 66

負ののれん償却額 － 31

助成金収入 129 75

保険配当金 23 27

その他 185 197

営業外収益合計 421 421

営業外費用   

支払利息 116 142

その他 30 33

営業外費用合計 146 175

経常利益 1,089 3,393

特別利益   

役員退職慰労引当金戻入額 33 －

固定資産売却益 2 3

投資有価証券売却益 － 24

特別利益合計 36 28

特別損失   

固定資産除売却損 71 51

投資有価証券売却損 7 144

投資有価証券評価損 35 －

ゴルフ会員権売却損 － 0

貸倒引当金繰入額 39 ※2  31

商品在庫関連損失 － ※2  38

特別損失合計 154 265

税金等調整前四半期純利益 971 3,156

法人税、住民税及び事業税 161 1,230

法人税等調整額 192 191

法人税等合計 354 1,422

少数株主利益 16 53

四半期純利益 600 1,679
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【第３四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

売上高 27,986 28,227

売上原価 26,056 26,032

売上総利益 1,929 2,194

販売費及び一般管理費 ※1  1,386 ※1  1,576

営業利益 543 618

営業外収益   

受取利息 10 7

受取配当金 41 44

助成金収入 48 －

その他 113 129

営業外収益合計 214 181

営業外費用   

支払利息 51 45

その他 9 7

営業外費用合計 61 53

経常利益 696 746

特別利益   

固定資産売却益 0 2

投資有価証券売却益 － 3

投資有価証券評価損戻入益 29 －

貸倒引当金戻入額 － 4

特別利益合計 30 10

特別損失   

固定資産除売却損 19 18

投資有価証券売却損 6 97

貸倒引当金繰入額 0 ※2  31

商品在庫関連損失 － ※2  38

特別損失合計 25 186

税金等調整前四半期純利益 700 570

法人税、住民税及び事業税 116 196

法人税等調整額 144 73

法人税等合計 260 269

少数株主利益 5 7

四半期純利益 434 293

- 14 -



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 

 至 平成21年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 

 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 971 3,156

減価償却費 2,354 2,298

のれん償却額 110 136

負ののれん償却額 － △31

賞与引当金の増減額（△は減少） △395 △341

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9 △7

退職給付引当金の増減額（△は減少） △30 25

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △89 22

貸倒引当金の増減額（△は減少） 22 63

受取利息及び受取配当金 △83 △89

支払利息及び社債利息 116 142

固定資産除売却損益（△は益） 69 48

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 43 119

売上債権の増減額（△は増加） 2,312 △284

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,528 △4,873

仕入債務の増減額（△は減少） △2,126 △429

未払費用の増減額（△は減少） 40 273

その他 295 △507

小計 5,129 △278

利息及び配当金の受取額 77 91

利息の支払額 △129 △149

法人税等の支払額 △897 △1,044

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,180 △1,381

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,689 △1,972

有形固定資産の売却による収入 58 5

無形固定資産の取得による支出 － △45

投資有価証券の取得による支出 △303 △96

投資有価証券の売却による収入 12 701

長期前払費用の取得による支出 － △389

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△1,937 －

貸付けによる支出 △78 △2

貸付金の回収による収入 192 21

その他 △78 101

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,824 △1,675
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 

 至 平成21年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 

 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △5,980 4,156

長期借入れによる収入 9,046 300

長期借入金の返済による支出 △425 △1,049

自己株式の取得による支出 △16 △17

少数株主からの払込みによる収入 15 －

配当金の支払額 △1,087 △1,033

少数株主への配当金の支払額 － △2

社債の償還による支出 △150 △247

その他 △1 33

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,399 2,139

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 743 △915

現金及び現金同等物の期首残高 2,183 5,194

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  2,927 ※1  4,278
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    該当事項はありません。    

   

   該当事項はありません。 

  

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末 
（平成22年６月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年９月30日） 

※1 有形固定資産の減価償却累計額は、 百万円で

あります。 

50,249 ※1 有形固定資産の減価償却累計額は、 百万円で

あります。  

48,468

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年10月１日 

至 平成21年６月30日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年10月１日 

至 平成22年６月30日） 

 ※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。 

 ※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。 

  

                 ──────  

 報酬給料手当等 958百万円

 運賃 678百万円

 保管料 711百万円

  

 ※２ 「貸倒引当金繰入額」及び「商品在庫関連損失」

は、連結子会社における産地を偽った不適切な取

引に伴う損失であります。 

 報酬給料手当等 1,160百万円 

 運賃 969百万円 

 保管料 640百万円 

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 

至 平成21年６月30日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成22年４月１日 

至 平成22年６月30日） 

 ※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。 

 ※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。 

  

         ────── 

 報酬給料手当等 345百万円

 運賃 207百万円

 保管料 190百万円

  

 ※２ 「貸倒引当金繰入額」及び「商品在庫関連損失」

は、連結子会社における産地を偽った不適切な取

引に伴う損失であります。  

 報酬給料手当等 389百万円 

 運賃 269百万円 

 保管料 208百万円 
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当第３四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日  

至 平成22年６月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

 普通株式   52,450千株 

  

２．自己株式の種類及び株式数 

 普通株式      698千株 

  

３．新株予約権等に関する事項 

 該当事項はありません。 

  

４．配当に関する事項 

   

  (2)基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期 

     間末後となるもの 

            該当事項はありません。  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年10月１日 

至 平成21年６月30日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年10月１日 

至 平成22年６月30日） 

※１．現金及び預金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年６月30日現在） 

  （百万円）

 現金及び預金勘定  3,040

 預金期間が3ヶ月を超える定期預金  △113

 現金及び現金同等物  2,927

   

※１．現金及び預金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 （平成22年６月30日現在） 

  （百万円）

 現金及び預金勘定  4,293

 預金期間が3ヶ月を超える定期預金  △14

 現金及び現金同等物  4,278

   

（株主資本等関係）

(1)配当金支払額  

決議 株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年12月21日 

定時株主総会 
普通株式  517  10.0 平成21年９月30日 平成21年12月22日 利益剰余金

平成22年５月14日 

取締役会 
普通株式  517  10.0 平成22年３月31日 平成22年６月17日 利益剰余金
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前第３四半期連結会計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

当第３四半期連結会計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

前第３四半期連結累計期間（自平成20年10月１日 至平成21年６月30日） 

  

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

  
冷蔵倉庫事
業 
（百万円） 

食品販売事
業 
（百万円） 

その他事業 
 

（百万円） 

計 
 

（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結 
 

（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  4,592  23,384  8  27,986  －  27,986

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 215  －  －  215  (215)  －

計  4,808  23,384  8  28,202  (215)  27,986

営業利益 724  163  7  895  (352)  543

  
冷蔵倉庫事
業 
（百万円） 

食品販売事
業 
（百万円） 

その他事業 
 

（百万円） 

計 
 

（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結 
 

（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  4,440  23,777  9  28,227  －  28,227

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 240  －  12  253  (253)  －

計  4,681  23,777  21  28,480  (253)  28,227

営業利益 606  377  8  992  (374)  618

  
冷蔵倉庫事
業 
（百万円） 

食品販売事
業 
（百万円） 

その他事業 
 

（百万円） 

計 
 

（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結 
 

（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  14,535  68,421  25  82,982  －  82,982

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 732  －  －  732  (732)  －

計  15,268  68,421  25  83,714  (732)  82,982

営業利益又は営業損失(△)  2,702  △808  20  1,914  (1,099)  814
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当第３四半期連結累計期間（自平成21年10月１日 至平成22年６月30日） 

 （注）１．事業区分は、連結会社の事業活動における業務の種類・性質の関連性及び特性を勘案して区分しておりま 

      す。 

２．各事業の内容 

  （１）冷蔵倉庫事業・・・・水産品・畜産品等の冷蔵・冷凍保管事業及びそれに付帯する事業 

  （２）食品販売事業・・・・水産品・畜産品等の卸売並びに加工処理等の事業 

 （３）その他事業・・・・・不動産賃貸業等 

３．会計処理方法の変更 

      前第３四半期連結累計期間(自平成20年10月１日 至平成21年６月30日)    

         （棚卸資産の評価に関する会計基準） 

  「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２.(１)に記載の通り、第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適用

しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して、前第３四半期連結累計期間におけ

る食品販売事業の営業損失は59百万円増加しております。 

  

  前第３四半期連結会計期間(自平成21年４月１日 至平成21年６月30日)及び当第３四半期連結会計期間(自平

成22年４月１日 至平成22年６月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自平成20年10月１日 至平成21年６月

30日)及び当第３四半期連結累計期間(自平成21年10月１日 至平成22年６月30日) 

  本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

  前第３四半期連結会計期間(自平成21年４月１日 至平成21年６月30日)及び当第３四半期連結会計期間(自平

成22年４月１日 至平成22年６月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自平成20年10月１日 至平成21年６月

30日)及び当第３四半期連結累計期間(自平成21年10月１日 至平成22年６月30日) 

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

  

  
冷蔵倉庫事
業 
（百万円） 

食品販売事
業 
（百万円） 

その他事業 
 

（百万円） 

計 
 

（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結 
 

（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  13,904  76,840  27  90,772  －  90,772

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 802  －  15  817  (817)  －

計  14,706  76,840  42  91,589  (817)  90,772

営業利益  2,765  1,625  23  4,414  (1,266)  3,147

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額 

  第３四半期連結累計期間  

  

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  第３四半期連結会計期間 

  

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

      該当事項はありません。 

  

  

（１株当たり情報）

当第３四半期連結会計期間末 
（平成22年６月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年９月30日） 

１株当たり純資産額 1,077.81円 １株当たり純資産額 1,067.34円

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年10月１日 

至 平成21年６月30日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年10月１日 

至 平成22年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 11.59円 １株当たり四半期純利益金額 32.45円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については

潜在株式が存在していないため、記載しておりません。 

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については

潜在株式が存在していないため、記載しておりません。 

  
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年10月１日 

至 平成21年６月30日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年10月１日 

至 平成22年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額            

四半期純利益（百万円）  600  1,679

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（百万円）  600  1,679

期中平均株式数（千株）  51,796  51,767

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 

至 平成21年６月30日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成22年４月１日 

至 平成22年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 8.39円 １株当たり四半期純利益金額 5.67円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については

潜在株式が存在していないため、記載しておりません。 

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については

潜在株式が存在していないため、記載しておりません。 

  
前第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 

至 平成21年６月30日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成22年４月１日 

至 平成22年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額            

四半期純利益（百万円）  434  293

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（百万円）  434  293

期中平均株式数（千株）  51,787  51,756

（重要な後発事象）
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 該当事項はありません。 

  

２【その他】
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 該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年８月７日

横浜冷凍株式会社 

取締役会 御中 

有限責任監査法人トーマツ 

  
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 手塚 仙夫  印 

  
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 上坂 健司  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている横浜冷凍株式会

社の平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成

21年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、横浜冷凍株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

 報告書提出会社）が別途保管しております。 

    ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 



  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成22年８月５日

横浜冷凍株式会社 

取締役会 御中 

有限責任監査法人トーマツ 

  
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 手塚 仙夫  印 

  
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 上坂 健司  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている横浜冷凍株式会

社の平成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成

22年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、横浜冷凍株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

 報告書提出会社）が別途保管しております。 

    ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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